
で
は
、
地
震
の
影
響
の
有
無
を
調
査
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
調
査
し
て
い
る
。
今
回
の
案
件
で
も

現
場
に
断
層
が
あ
り
、
県
費
補
助
を
入

れ
た
。

◎
保
健
福
祉
課　
　

　
　
【
予
防
接
種
等
事
業
】
新
型
コ
ロ
ナ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
個
人
負
担
は
ど
う

な
る
の
か
。

　
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
な
流
れ
を

考
え
て
い
る
が
、
個
人
の
負
担
に
関
し
て

は
、
近
隣
市
町
村
や
医
師
会
と
も
協
議

し
、
今
後
決
定
し
た
い
。

◎
農
林
課

　
　
【
農
地
農
業
施
設
現
年
度
単
独
災

害
復
旧
事
業
】
農
地
の
災
害
復
旧
事
業
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＊「長」は委員長のため委員会での表決権はありません。
＊「ー」は別委員会のため表決権はありません。賛否が分かれた議案等の表決結果 ６

月
定
例
会
の
概
要

議
案
第
48
号　

令
和
６
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

予
算
決
算
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
議
案
審
査

委
員
か
ら
の
主
な
質
問
お
よ
び

意
見
と
市
か
ら
の
説
明
に
つ
い

て
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

問

問

問

問 答答

答 問答 答

予算決算委常任委員会審査の様子

議
案
第
５9
号

専
決
処
分
事
項
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
【
令
和
５
年
度
飯
山
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

答

　

議
案
番
号　

政新会 敬政会 日本
共産党

ゆきつ
ばき

輝けい
いやま 緑新会       絆

　

議
決
結
果　

髙
橋
達
幸

西
澤
一
彦

山
﨑
一
郎

髙
澤
富
士
子

吉
越
利
明

岸
田
眞
紀

荻
原
章
一

小
林
喜
美
治

山
崎
武
雄

髙
橋
春
三

村
松
正
勝

松
本
淳
一

常
田
徳
子

佐
藤
正
夫

上
松
永
林

渋
川
芳
三議案等名 種類

請
願
３

へき地教育振興法に鑑み、へき地手
当等支給率を近隣県並みの水準に戻
すことを長野県知事に求める請願書

委員会 欠
席 ー ○ ー 長 ー ○ ー ○ ー ー ○ ○ ー ー 議

長 採択
本会議 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● 議

長

請
願
4

訪問介護費の引き下げ撤回と、介護
報酬引き上げの再改定を早急に行う
ことを求める請願書

委員会 ー 長 ー ○ ー ○ ー ● ー ● ● ー ー ○ ○ 議
長

趣旨採択
本会議

※委員長報告についての賛否

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 棄
権 ○ ○ 議

長

○:賛成
● :反対

会派名・議員名

議 案 等 名

 ◆　令和 6年 6月定例会で審議された議案等　◆

【補正予算案４件】
◆令和6年度飯山市一般会計補正予算2件
◆令和6年度特別会計補正予算2件

【条例案3件】
◆飯山市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例
◆飯山市福祉医療費特別給付金条例の一部を改正
する条例
◆飯山市消防団員等公務災害補償条例の一部を改
正する条例

【事件案20件】
◆議決事項の変更について
◆財産取得について4件
◆専決処分事項の承認を求めることについて
　（令和5年度飯山市一般会計補正予算・各特別
会計補正予算・水道事業会計補正予算）計12件・
令和6年度飯山市一般会計補正予算2件
◆専決処分事項の承認を求めることについて
　（飯山市税条例等の一部を改正する条例）

【人事案１件】
◆農業委員会委員の任命に関する同意を求めるこ
とについて

【他　報告6件】

【請願4件】
◆義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める
　請願書
◆いっそうの少人数学級推進と教員増のための教
育予算確保を求める請願書
◆「へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給
率近隣県並みの水準に戻すこと」を長野県知事
に求める請願書
◆訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上
げの再改定を早急に行うことを求める請願書

【意見書4件】
◆「地方自治法の一部を改正する法律案」につい
て慎重審議を求める意見書
◆義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める
意見書
◆いっそうの少人数学級推進と教員増のための教
育予算確保を求める意見書
◆へき地教育振興法に鑑み、へき地手当等支給率
を近隣県並みの水準に戻すことを求める意見書

■議員提案
◇飯山駅前ホテル調査・検証特別委員会の設置

　
６
月
定
例
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
28

日
ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で
開
会
し
ま
し

た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
令
和
６

年
度
補
正
予
算
、
条
例
案
、
事
件
案
及
び

人
事
案
な
ど
、
あ
わ
せ
て
28
件
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
に
つ
い

て
は
４
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
最
終

日
の
本
会
議
に
お
い
て
は
、
各
常
任
委
員

長
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
お
よ
び
請
願
の

審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
議
案
に
つ
い
て
は

全
て
可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
、
請
願
に

つ
い
て
は
、「
訪
問
介
護
費
の
引
き
下
げ

撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定

を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
は

趣
旨
採
択
、
そ
れ
以
外
の
請
願
に
つ
い
て

は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
「
飯
山

駅
前
ホ
テ
ル
調
査
・
検
証
特
別
委
員
会
の

設
置
」
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

他
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た

意
見
書
１
件
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会

か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
３
件
に
つ
い
て

は
、採
決
の
結
果
、全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
、

関
係
行
政
庁
あ
て
に
意
見
書
を
送
付
し
ま

し
た
。

◎
市
民
環
境
課　

　
　
【
一
般
管
理
事
業
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
伴
い

被
保
険
者
に
対
し
て
個
人
番
号
の
下
４

桁
を
通
知
す
る
理
由
は
。

　
　
本
年
12
月
２
日
か
ら
現
行
の
保
険

証
の
新
規
発
行
を
終
了
し
、
マ
イ
ナ
保

険
証
に
移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

た
め
、
12
月
に
向
け
安
心
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
被
保
険
者
証
と
し
て
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
被
保
険
者
に
対
し

て
個
人
番
号
の
下
４
桁
を
通
知
す
る
も

の
。
７
月
の
保
険
証
更
新
時
に
通
知
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

◎
移
住
定
住
推
進
課　

　
　
【
市
営
住
宅
整
備
事
業
】
福
寿
町
団

地
復
旧
工
事
費
の
財
源
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

◎
総
務
課　

　
　
【
市
民
生
活
応
援
券
発
行
事
業
】
事

業
の
実
績
は
。

　
　
速
報
値
、
発
行
枚
数
２
万
１
５
３
２

枚
・
換
金
枚
数
２
万
７
５
６
枚
。
２
２
４

店
舗
で
使
用
。

◎
危
機
管
理
防
災
課　

　
　
【
雪
か
き
支
援
事
業
】
雪
が
少
な

か
っ
た
が
課
題
は
。

　
　
そ
の
為
専
決
で
予
算
を
減
額
し
た
。

対
象
は
２
１
５
世
帯
、
実
施
は
57
世
帯
、

作
業
は
延
べ
１
２
９
日
。
利
用
者
・
作
業

員
・
そ
の
他
か
ら
の
指
摘
は
色
々
あ
る
。

◎
道
路
河
川
課　

　
　
【
市
民
交
通
安
全
事
業
】
自
転
車
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
の
実
績
は
。

　
　

令
和
５
年
度
の
実
績
は
、
10
代
が

15
名
・
高
齢
者
が
38
名
の
計
53
名
に
補

助
を
行
っ
た
。

議
案
第
49
号

令
和
６
年
度
飯
山
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
74
号　

令
和
６
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

問問
０
２
６
９-

６
７-

０
７
４
８
（
直
通
）

０
２
６
９-

６
２-

０
０
０
５

☎

市

議

会

だ
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り
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◎
移
住
定
住
推
進
課

　
　【
市
営
住
宅
整
備
事
業
】
工
事
金
額

の
増
加
理
由
は
。

　
　
地
中
に
大
き
な
石
が
存
在
し
、
杭

が
想
定
の
深
さ
ま
で
入
ら
な
い
た
め
。
当

初
予
定
し
て
い
た
工
法
が
一
番
経
済
的
だ

が
、
石
の
除
去
が
難
し
い
た
め
、
工
法
変

更
に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
。

　
　
事
前
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
、
地

中
の
状
況
は
把
握
さ
れ
て
い
た
の
か
。

◎
子
ど
も
育
成
課

　
　
新
し
い
統
合
小
学
校
で
は
、ス
ク
ー
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常任委員会議案審査 委員から出された主な質問および意見と、市からの説明について抜粋して掲載します。

問

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
民
生
常
任
委
員
会

答

答

議
案
第
54
号

議
決
事
項
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
（
曙
町
団
地
A
棟
建
設
工
事
）

答

議
案
第
57
号
・
議
案
第
58
号

財
産
取
得
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
中
型
ス
ク
ー
ル
バ
ス
）

永

年

在

職

表

彰

　
北
信
越
市
議
会
議
長
会
で
の
永
年

在
職
表
彰
に
お
い
て
、
議
員
25
年
以

上
在
職
の
小
林
喜
美
治
議
員
・
山
﨑

一
郎
議
員
の
２
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
６
月
10
日
の
市
議
会
定
例
会
招

集
日
に
渋
川
議
長
か
ら
表
彰
状
の
伝

達
を
行
い
ま
し
た
。　

　
こ
の
他
、
全
国
市
議
会
議
長
会
に

お
い
て
、
渋
川
議
長
が
議
長
永
年
在

職
表
彰
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

答

山﨑一郎議員

問

答

市民協働で自立（自律）を進めている東近江市役所前にて

○
滋
賀
県
東
近
江
市　

 

＊
市
民
協
働
推
進
計
画
に
つ
い
て

　

東
近
江
市
は
豊
か
な
暮
ら
し
と
活
力

あ
る
地
域
社
会
の
創
造
を
目
指
し
、
平

成
26
年
４
月
に
「
東
近
江
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
を
制
定
さ
れ
た
。
こ

の
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
協
働
推
進
計

画
を
策
定
し
、
10
年
間
の
具
体
的
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

若
手
職
員
に
よ
る
地
域
担
当
制
度
や
高

校
生
対
象
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
、

市
民
・
事
業
者
・
行
政
が
協
働
で
行
う

ま
ち
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
自
立
（
自

律
）
を
目
指
す
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
た
。

行
政
視
察
報
告　

産
業
民
生
常
任
委
員
会　
５
月
7
日
〜
9
日

実証農園で自動運転トラクターの説明を受ける

〇
北
海
道
伊
達
市

＊
高
齢
者
向
け
住
宅
に
つ
い
て

　

伊
達
市
は
人
口
３
万
１
千
人
余
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
高
齢
者

が
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
高
齢
者
向
け
住
宅
を

建
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
営
住
宅
の
特

徴
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
仕
様
の
他
、
緊
急

時
の
ボ
タ
ン
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
安
心
安

全
に
配
慮
さ
れ
た
住
宅
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
生
活
援
助
員
に
よ
る
相
談
・
支

援
サ
ー
ビ
ス
も
特
徴
の
一つ
で
あ
る
。サ
ー

ビ
ス
の
内
容
は
、安
否
確
認
や
生
活
相
談
、

交
流
事
業
等
を
定
期
的
に
行
っ
て
お
り
、

日
常
の
困
り
事
の
把
握
や
異
変
時
の
早

期
対
応
、
地
域
と
の
交
流
促
進
に
寄
与

し
て
お
り
、
超
高
齢
化
社
会
を
考
え
る

う
え
で
大
変
参
考
に
な
る
事
例
で
あ
っ

た
。
当
市
に
お
け
る
今
冬
の
高
齢
者
冬

期
共
同
住
宅
事
業
の
実
証
実
験
に
も
参

考
に
な
る
取
組
み
で
あ
る
と
感
じ
た
。

〇
北
海
道
新
十
津
川
町

＊
ス
マ
ー
ト
農
業
の
状
況
に
つ
い
て

　

新
十
津
川
町
は
、
農
家
の
高
齢
化
に

よ
り
農
家
戸
数
が
２
０
４
０
年
に
現
在
の

２
５
８
戸
か
ら
１
５
０
戸
に
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
米
作
り
の
知
識
や
知

恵
も
伝
承
さ
れ
な
い
状
況
も
予
測
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
課
題
解
決
の
た
め
農

行
政
視
察
報
告　
総
務
文
教
常
任
委
員
会
５
月
15
日
〜
17
日

水
省
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
さ

れ
た
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
26
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
広
大
な
農
地
に
お
い
て
、
自

動
運
転
ト
ラ
ク
タ
ー
、
直
進
ア
シ
ス
ト

田
植
機
、農
業
用
ド
ロ
ー
ン
等
の
ス
マ
ー

ト
農
業
機
械
を
導
入
し
、
農
作
業
の
大

幅
な
時
間
短
縮
や
作
業
の
効
率
化
が
図

ら
れ
た
。
ま
た
、
高
品
位
米
率
の
向
上
、

販
売
額
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
、
こ
う

し
た
成
果
を
新
十
津
川
モ
デ
ル
と
し
て

管
内
に
普
及
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。

農
地
面
積
や
地
形
等
、
当
市
と
異
な
る

部
分
も
あ
る
が
、
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
等

は
非
常
に
参
考
と
な
っ
た
。

○
京
都
府
福
知
山
市

＊
廃
校
活
用
の
推
進
に
つ
い
て

　

福
知
山
市
で
は
約
10
年
間
で
16
校
が

廃
校
と
な
り
、そ
の
跡
地
利
用
が
検
討
さ

れ
て
き
た
。
現
在
、
７
校
が
民
間
利
用
、

２
校
が
行
政
利
用
さ
れ
て
い
る
。
廃
校

の
利
用
方
法
と
し
て
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
市
場
調
査
や
民
間
提
案
を
通
じ
た
公

共
空
間
と
民
間
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

地
元
住
民
の
参
画
に
よ
る
要
望
の
取
り

ま
と
め
を
行
っ
て
い
た
。
特
に
金
融
機
関

と
連
携
し
て
「
廃
校
マ
ッ
チ
ン
グ
バ
ス
ツ

ア
ー
」
を
実
施
し
、
企
業
参
画
を
促
進

す
る
公
民
連
携
事
業
が
参
考
と
な
っ
た
。

○
滋
賀
県
長
浜
市

＊
Ｄ
Ｘ
推
進
戦
略
に
つ
い
て

　

長
浜
市
で
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
行
政
運
営
の
効
率
化
を
目
指
し
、
令

和
２
年
度
か
ら
８
年
度
ま
で
の
「
長
浜

市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
プ
ラ
ン
」
を
基
に
推
進

を
進
め
て
い
る
。
特
に
高
い
効
果
が
期
待

さ
れ
る
取
り
組
み
を
重
点
的
に
実
施
し
、

庁
内
で
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
デ
ジ
タ
ル

推
進
委
員
の
配
置
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

高
齢
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
ス
マ
ホ
講

習
会
や
福
祉
と
の
連
携
で
教
室
を
開
設

す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
弱
者
へ
の
支
援
も

行
っ
て
い
た
。

答問

小林喜美治議員

◎
文
化
交
流
課

　
　
【
飯
山
市
文
化
交
流
館
管
理
事
業
】

な
ち
ゅ
ら
の
空
調
設
備
は
、
以
前
に
も

大
き
な
故
障
で
修
理
し
た
が
、
多
額
な

修
理
費
が
必
要
な
の
で
、
他
の
方
法
な

ど
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
開
館
時
に
独
自
の
空
調
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
８
年
が
経
過
し
た
。
故
障
し

た
際
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
大
変
な
た
め
、

一
般
的
な
空
調
設
備
機
械
の
導
入
に
つ
い

て
も
調
査
検
討
し
た
い
。

報
告
案
第
２
号

令
和
５
年
度
飯
山
市
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
内
容
に
つ
い

て

●
目
的

飯
山
駅
前
市
有
地
宿
泊
施
設
（
飯

山
駅
前
ホ
テ
ル
）
整
備
事
業
に
つ

い
て
、
調
査
・
検
証
を
行
う
。

●
委
員（
◎
委
員
長
　
〇
副
委
員
長
）

◎
吉
越
利
明　
〇
上
松
永
林

山
崎
武
雄　

松
本
淳
一　

佐
藤
正
夫　
小
林
喜
美
治　

山
﨑
一
郎　

岸
田
眞
紀

●
調
査
事
項

⑴
飯
山
駅
前
市
有
地
宿
泊
施
設
整

備
事
業
の
経
過
に
関
す
る
こ
と

　

⑵
調
停
条
項
案
に
関
す
る
こ
と

問

答問

　
　
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
全
額
市
で
加

入
し
て
い
る
保
険
の
対
象
と
な
る
。

　
　
工
事
の
完
成
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
　

今
年
の
12
月
中
に
は
３
部
屋
入
居

可
能
と
な
り
、
６
年
度
末
に
は
工
事
が
完

了
す
る
予
定
。

　
　

正
確
な
デ
ー
タ
を
得
る
た
め
に
、

施
工
前
に
調
査
地
点
を
一
部
抽
出
し
て

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
今

回
の
工
事
で
杭
を
打
ち
込
む
す
べ
て
の
地

点
（
１
１
０
地
点
）
を
調
査
す
る
こ
と
は

費
用
も
大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
一

部
抽
出
し
て
行
う
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は

経
済
性
や
効
率
性
と
い
っ
た
観
点
か
ら

も
一
般
的
な
や
り
方
で
あ
る
。
最
善
の
方

法
で
無
駄
の
な
い
工
事
と
な
る
よ
う
努
め

た
い
。

問

ル
バ
ス
は
何
台
必
要
な
の
か
。

　
　
城
北
小
学
校
と
城
北
中
学
校
で
共

同
使
用
す
る
。
今
回
購
入
す
る
中
型
バ

ス
２
台
、
現
在
城
北
中
で
使
っ
て
い
る
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
３
台
、
14
人
乗
り
の
小
型
バ

ス
２
台
の
合
計
７
台
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

運
転
手
の
確
保
が
大
変
だ
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
。

　
　

現
在
、
市
全
体
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
10

台
の
運
行
を
業
者
委
託
し
て
い
る
。
令

和
７
年
度
か
ら
は
11
台
と
な
り
、
１
台

増
え
る
分
の
運
転
手
の
確
保
が
さ
ら
に

必
要
と
な
る
が
、
委
託
業
者
に
お
願
い
を

し
て
、
確
保
を
進
め
て
い
く
予
定
。

飯
山
駅
前
ホ
テ
ル

調
査
・
検
証
特
別
委
員
会


